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＜諸言＞

　近年安定な循環動態を目的として無酢酸透析液が開発され、その臨床応用がなされてきた。今

回我々は無酢酸透析液（以下カーボスター）を導入してその臨床評価を行った。

＜対象と方法＞

　男性 3 名、女性 1 名で平均年齢は 60 歳。平均透析歴は 16.2 年で最長透析歴は 31 年である。

原疾患は、糖尿病性腎症 2 名、慢性糸球体腎炎 2 名、透析症状では、血圧低下、頭痛、筋肉の痙攣、

嘔気、嘔吐、全身倦怠感の強い患者を対象とした。

方法　1. 毎月 1 回、血液ガス分析を行い各対象者の HCO3, pH の平均値を透析前、透析中、　　

　　　　透析後に分けてデータの変化を比較した。

　　　2. 腎疾患特異的 QOL 尺度（KDQOL − SF 評価表）から研究対象とした質問項目を抽　

　　　　出しカーボスター開始時から 3 ヶ月に 1 回アンケート調査を実施した。

＜結果＞

　表 1 は対象 4 名の血中 HCO3 濃度の変化をあらわしたものである。

リンパックに比べカーボスター使用時では 3 名の患者が透析前 23mEq ／ L 以上と高く、透析

後では 4 名の平均値が 28.2mEq ／ L の数値を示した。

　また表 2 の血中 pH の変化ではリンパックに比べカーボスター使用時、4 名全てが透析開始時

から透析後まで pH の上昇を示し、透析中の低下はみられなかった。また透析前 pH の平均値は

7.31 から透析後は 7.44 の数値を示した。
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カーボスター使用開始時から症状別の比較を行った（表 3）。透析開始時のアンケートではひどい

疲れや消耗感、吐き気や胃の不快感、筋肉の痙攣があり困っていると答えた患者が 4 名中 3 名

であったが、6 ヶ月後では困っているとの回答がなくなり、9 ヵ月後ではいずれも少し困ってい

るが 2 名、全く困っていないが 2 名の結果になった。

　

　カーボスター透析治療における満足度では 3 名が満足していると答え、不満と答えた患者は

いなかった。

表 1 表 2

表 3
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＜考察＞

　血液ガス分析の結果からカーボスター使用時の透析前血中 HCO3、pH 平均値がリンパック使

用時よりも高く、透析中、透析後の数値も上昇傾向を示した。これは、カーボスターに含まれて

いるクエン酸及び HCO3 濃度が高いことにより、透析時の血中 HCO3、pH 値が低下しにくく正

常化に近い結果を示したと考えられる。

　アンケートによる症状別の比較では、カーボスター開始時から 3 ヶ月までは透析後の嘔気、

疲労感、筋肉の痙攣の出現する頻度が高く、困っていると答えた患者が見られたが、6 ヶ月後で

は困っているとの回答がなくなり 9 ヵ月後では半数が困っていないと回答したことから、透析

困難症が軽減し QOL の拡大につながったと考えられる。

＜結語＞

1. カーボスターを使用することで、代謝性アシドーシスは軽減された。

2. KDQOL − SF 評価表でアンケート調査を実施したことで、現在の無酢酸透析治療に満足して

　いることがわかった。

3. カーボスターを使用し、良い結果が得られたので多人数用透析装置を用いて全患者に対し無酢

　酸透析を使用していくことが望ましい。
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